
○西都市重度障害者の医療費助成に関する条例施行規則

昭和58年３月29日

西都市規則第３号

改正 平成11年３月31日規則第７号

平成17年６月１日規則第12号

平成18年５月26日規則第21号

平成18年６月26日規則第25号

（題名改称）

平成18年９月29日規則第35号

平成24年７月20日規則第21号

西都市重度心身障害者等の医療費助成に関する条例施行規則（昭和50年西都市規則第８

号）の全部を次のように改正する。

（目的）

第１条 この規則は、西都市重度障害者の医療費助成に関する条例（昭和58年西都市条例第

２号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（一部改正〔平成18年規則25号〕）

（用語の定義）

第２条 この規則で使用する用語の定義は、条例で使用する用語の例による。

（助成対象者の認定）

第３条 医療費の助成を受けようとする者は、西都市重度障害者医療費受給資格者証交付申

請書（様式第１号。以下「交付申請書」という。）を市長に提出しなければならない。

２ 市長は、前項の規定により交付申請書の提出があったときは、速やかに助成対象の可否

を決定し、助成の対象となったものについては西都市重度障害者医療費受給資格者証（様

式第２号。以下「受給資格者証」という。）及び西都市重度障害者医療費助成申請書（請

求書）（様式第３号。以下「助成申請書」という。）を交付し、助成の対象とならなかっ

た者については、その理由を付して西都市重度障害者医療費受給資格者証交付申請却下通

知書（様式第４号）により通知するものとする。

（一部改正〔平成17年規則12号・18年25号〕）

（診療の方法）

第４条 受給資格者証の交付を受けた者（以下「助成対象者」という。）が保険医療機関等

で保険給付等を受けようとするときは、当該保険医療機関等に受給資格者証を必ず提示し、
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その窓口で一部負担金（助成対象者が保険医療機関等へ入院した場合は、1,000円。以下

「一部負担金等」という。）を支払うものとする。

（一部改正〔平成17年規則12号・18年25号〕）

（医療費助成の申請及び支給方法）

第５条 前条の規定により、一部負担金等を支払った者又はその保護者は、１月を単位とし

保険医療機関等で助成申請書に証明を受け、市長に提出するものとする。ただし、条例第

５条第３項本文の規定による医療費の助成については、この限りでない。

２ 市長は、前項の助成申請書を受理したときは、審査のうえ医療費の助成額を決定し、申

請者に支給するものとする。

３ 条例第５条第４項の規定による申請を受けた際に申請者の同意を得た場合の当該申請

後の申請については、助成申請書が、医療費の助成額を決定した日に市長に提出されたも

のとみなすことができる。ただし、提出した助成申請書に記載した内容に変更があったと

きは、改めて助成申請書を市長に提出しなければならない。

（一部改正〔平成17年規則12号・18年25号〕）

（受給資格者証の有効期間）

第６条 受給者証の有効期間は、交付申請書が提出された日の属する月の初日から交付申請

書が提出された日以後の最初の７月31日までとする。ただし、次の各号に掲げる場合には、

当該各号に定める日から交付申請書を提出した日以後の最初の７月31日までとする。

(１) 市への転入により申請した場合 転入をした日

(２) 新たに社会保険各法による保険に加入したことにより申請した場合 当該保険の

適用を受けることとなった日

（全部改正〔平成18年規則25号〕）

（受給資格者証の返還）

第７条 助成対象者又はその保護者は、次に掲げる事由が発生したときは速やかに受給資格

者証を市長に返還しなければならない。

(１) 助成対象者が死亡したとき又は他の市町村に転出するとき。

(２) 社会保険各法の規定による加入資格を喪失したとき。

(３) 条例第２条第１項に規定する重度障害者に該当しなくなったとき。

(４) 受給資格者証の有効期間が満了したとき。

（一部改正〔平成17年規則12号・18年25号〕）

（受給資格者証の再交付）
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第８条 助成対象者が受給資格者証を紛失、汚損等により使用できなくなったときは、西都

市重度障害者医療費受給資格者証再交付申請書（様式第５号）を市長に提出して受給資格

者証の再交付を受けることができる。

（一部改正〔平成17年規則12号・18年25号〕）

（届出）

第９条 助成対象者は、交付申請書に記載した事項に変更があったときは、速やかに市長に

西都市重度障害者医療費受給資格者証交付申請書記載事項変更届（様式第６号）に受給資

格者証を添えて届出をし、記載事項の訂正又は再交付を受けなければならない。

（一部改正〔平成17年規則12号・18年25号〕）

（第三者の行為による被害の届出）

第10条 医療費の支給事由が第三者の行為によって生じたものであるときは、医療費の支給

を受け又は受けようとする者は、その事実、当該第三者の氏名及び住所又は居所（氏名又

は住所若しくは居所が明らかでないときはその旨）並びに状況を直ちに市長に届出なけれ

ばならない。

（その他）

第11条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。

附 則

この規則は、昭和58年４月１日から施行する。

附 則（平成11年３月31日規則第７号）

この規則は、平成11年４月１日から施行する。

附 則（平成17年６月１日規則第12号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成18年５月26日規則第21号）

この規則は、公布の日から施行し、改正後の第２条の２の規定は、平成18年４月１日から

適用する。

附 則（平成18年６月26日規則第25号）

（施行期日）

１ この規則は、平成18年８月１日から施行する。

（経過措置）

２ この規則の施行の際現に交付されているこの規則による改正前の西都市重度心身障害

者等の医療費助成に関する条例施行規則様式第２号による西都市心身重度障害者等医療
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費助成資格者証は、その有効期間においては、この規則による改正後の西都市重度障害者

の医療費助成に関する条例施行規則様式第２号による西都市重度障害者医療費助成資格

者証とみなす。

（西都市事務委任規則の一部改正）

３ 西都市事務委任規則（平成９年西都市規則第14号）の一部を次のように改正する。

（次のよう略）

附 則（平成18年９月29日規則第35号）

この規則は、平成18年10月１日から施行する。

附 則（平成24年７月20日規則第21号）

この規則は、公布の日から施行する。
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様式第１号（第３条関係）

（全部改正〔平成17年規則12号〕、一部改正〔平成18年規則25号〕）

様式第２号（第３条関係）

（全部改正〔平成24年規則21号〕）

様式第３号（第３条関係）

（全部改正〔平成17年規則12号〕、一部改正〔平成18年規則25号〕）

様式第４号（第３条関係）

（一部改正〔平成18年規則25号〕）

様式第５号（第８条関係）

（全部改正〔平成17年規則12号〕、一部改正〔平成18年規則25号〕）

様式第６号（第９条関係）

（追加〔平成17年規則12号〕、一部改正〔平成18年規則25号〕）


